
 

 

 

県立高校「未来の学校」構築事業 実践校の指定について 

高 校 教 育 課 

学びの改革支援課 

１ 趣旨 

 「高校改革 ～夢に挑戦する学び～ 実施方針」に基づき、「未来の学校」として先進的・先

端的な研究開発に取り組む実践校を指定することにより、長野県高校教育をけん引する新たな

学びの場、学びの仕組みを構築する。 

2019年度は研究校を指定し、有識者であるアドバイザーの指導・助言・協働を得ながら研究

開発計画を作成してきた。 

この計画を具体的に実践する実践校６校を指定し、概ね５年間研究開発に取り組み、検証・

評価を行うとともに、成果の普及につとめる。 

 

２ 「未来の学校」実践校 

種 別 

（略 称） 
構想及び目標 実践校 

卓越した探究的な学びを推

進する高校 

（スーパー探究校） 

佐久市内外の病院や企業、大学等と連携し、
それぞれの分野の最先端を学びながら、地域
や社会の課題解決につながる卓越した探究活
動を行い、「広い知識と教養及び未来を担う自
覚」「論理的思考力と主体的課題解決能力」等
を備えた、地域や日本、世界で活躍し未来社
会の核となる人を育成する。 

野沢北高等学校 

信州に根ざしたグローバル

な学びを推進する高校 

（信州グローバルハイスクール） 

「地域の知と創造の拠点 ～大学のないまち
の大学のような高校 Super Academic High 
school（SAH）」を目指し、須坂市や国内外の
大学等と連携して、世界と地域を関連づけた
教科横断的な課題解決型学習や実践的英語学
習を行い、グローバルな視野をもちながら地
域や社会に貢献できるリーダーを育成する。 

須坂高等学校 

国際的な教育プログラムを

研究する高校 

（国際教育プログラム研究校） 

リニア新時代を迎え、地域に根ざしたアイデ
ンティティとグローバルな視野をもって、地
域や世界の未来を創造できる人を育成するた
めに、国際的な教育プログラムの長所を活か
した独自のカリキュラムや指導・評価法を開
発するとともに、他校にも開かれた海外大学
進学プログラムを構築する。 

飯田風越高等学校 

高度な産業教育を推進する

高校 

（高度産業教育推進校） 

「高校での学び（地元への愛着を深め、自己
の生き方をデザインし、木の新たな価値を見
出す力等を育む）」と「卒業後の学び」を結び
つけ、地元企業や上級学校等と一貫した教育
プログラムを構築し、高度な技能・技術と創
造性、経営者感覚を備えた、地域の未来を担
う産業人を育成する。 

木曽青峰高等学校 

少人数学級を研究する高校 

（少人数学級研究校） 

自らキャリアをデザインし、地域社会に主体

的に貢献できる人を育成するために、多様な

生徒に対応できる「個別最適化学習」や「地

域連携型探究活動」等を取り入れた少人数学

級のあり方と、教員の指導力を最大限に活か

す学校運営のあり方を研究する。 

坂城高等学校 

その他の研究校 

自治の追求により 

骨太のリーダーを 

育成する高校 

（骨太リーダー育成校） 

校是としての“自治”を問い続け、その理想
をすべての場面で追求・具現化することによ
り、高い志や使命感、未解決の課題への挑戦
心、学問的真理を追究する意欲等の資質・能
力を身につけ、他者と協働して新たな価値や
社会を創造できる骨太のリーダーを育成す
る。 

松本深志高等学校 

 



 

 

 １ 卓越した探究的な学びを推進する高校  

○ 研究の概要 

 

 

 

【 実 践 校  野沢北高等学校 】 

○ 構 想 名  

 

 

○ 目   標   

 

 

 

○ 構 想 図 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大学・研究機関等と連携して、現代の最先端の学問分野を視野に入れた卓越した探究的な学
びを創造することにより、研究に対する意欲と目的意識、社会貢献に対する高い志と広い視野
を育む。 
 

それぞれの分野をリードする佐久エリア機関との日常的な連携と、探究をさらに広め深めるためのエリ
ア外機関との連携により、最先端を学びながら地域や社会の課題解決につながる卓越した探究活動を通
して、「広い知識と教養及び未来を担う自覚」「論理的思考力と主体的課題解決能力」「情報を正しく理
解し、伝え発表する力」等を備えた、未来社会の核として地域・日本・世界で活躍する人を育成する。 

SDGsを基に新たな社会や地域の創造につながる、各分野の先進的・先端的な機関との連携による卓越 

した探究的な学びの創出 

課題の発見 SDGsの学習 仮説を立てる 調査・研究する、まとめる 

東信地域の高度医療と健康福祉の拠点を担う 

佐久総合病院・佐久医療センター 

人体の動作解析で医療業界をリードする

マイクロストーン株式会社 

保健・医療・福祉の分野で人に地域に 

貢献する人を育てる 佐久大学 

佐久市の商工業の活性化に取り組む 

佐久商工会議所 

日本宇宙航空研究開発機構
（JAXA)などの研究機関 

独立行政法人国際協力機構
（JICA)などの国際機関 

信州大学・筑波大学などの 
県内外の大学 

長野県 NPOセンターなどの 
県内外の NPO法人 

健康
と 
福祉 

環境と 

エネルギ

ー 

教育 

平等 

平和 

最先端 
医療 

技術 
革新 

地域創

生・まち 

づくり 

学
校 

コラーニングスペース（学習創
造ラボ） グループで素早く研究・
調査結果を共有さらに具現化 
 

 

Ｗi-Fi環境＋１人１台タブレット 
自身のタブレット端末で、情報を収

集し、素早くまとめる 

 
 

探究学習を促進 
する環境 

連携先を探す 

未来社会の核として地域・日本・世界で活躍する人 
「広い知識と教養及び未来を担う自覚」「論理的思考力と主体的課題解決能力」 

「情報を正しく理解し、伝え発表する力」 

 

キーワード
は SDGs 

 

学校全体が 
探究の場 

暮らしやすいまち・人の集うまちづくり

を目指す 佐久市役所 

真空技術で半導体製造業界をリードする

樫山工業株式会社 

連携 
共同研究 

○佐久市地域課題フォーラムで成果発表・政策提言（佐久市等行政機関参加）→成果を形に 

〇野沢北探究・課題研究発表会の開催 

 

地域や社会課題解決につながる成果の発表実践（アウトプット） 

探究をさらに広げ深める佐久エリア外との連携 

 
連携を計画している機関の例 

佐久エリアのトップランナーと連携した日常の探究活動 
（佐久エリアコンソーシアム） 

 

 
連携を計画している機関の例 



 

 

２ 信州に根ざしたグローバルな学びを推進する高校 

○ 研究の概要 

 

 

 

【 実 践 校  須坂高等学校 】 

 
○ 構 想 名  
 

 

 

○ 目   標   

 

 

 

 

○ 構 想 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域の知と創造の場」としての柱を GoGaKu（５つの学び）とし、世界・地域双方を学びのフィール 

ドとして、須坂市や大学等と連携し、世界と地域を関連づけた PBL等の「自主的な学び」「協働的な学 

び」「探究的な学び」を行うことにより、「地域や世界とつながり社会貢献する力」、「高い志をもち国際 

社会をたくましく生き抜く人間力」等を育成する。 

世界の諸課題を自分の住んでいる地域と関連づけながら、大学や学校外の団体等と連携して、社
会変革や新たな価値を生み出すことにつながる課題解決型学習（ＰＢＬ）を推進する。 
 

世界と地域を関連づけた教科横断的な課題解決型学習（PBL）や実践的な英語学習により、グローバルな
視野をもちながら地域・社会に貢献できるリーダーを輩出する「地域の知と創造の拠点～大学のないまち
の大学のような高校 SAH(Super Academic High school)～」を目指す学校 

GoGaKu 

 Super Academic High school 

地域の知と創造の拠点 

－大学のないまちの大学のような高校－ 

   

＜自主的な学び＞ ＜協働的な学び＞ ＜探究的な学び＞ 

  

＜国際的な学び＞ ＜地域的な学び＞ 

須坂市との包

括連携協定を

活かした学び

など 

 

○台湾修学旅行 
 →英語を使ったディスカ 
ッション、探究のための 
フィールドワーク 

○連携アドバイザーとの
海外サイエンス研修・
海外学会参加 

○スカイプで海外大学・
研究機関と相互発
表・情報交換・交流 

○海外語学・SDGs研修 
○English in Action 
  (1 年全員 3 日集中

英語授業) 
 →英語で思考、世界と繋 
がる視点の育成 

○連携アドバイザーによ
る先端研究特別講義 

○哲学対話 
 →相互承認と寛容性、グ 
ローバルな視野の基礎 
づくり      など  

 

○地域課題解決（地域
イノベーション）に向
けた探究 
（例）「古民家再生

プロジェクト」 
（須坂高校生が設計・ 
リノベーションし活用） 

○須坂市主催ポートラ
ンド研修でのポート
ランド州立大との連
携事業 
→地域連携の最先端
（community based  
learning, CBL）を学ぶ 

○小学校英語授業サ
ポート 

○須坂市博物館学芸
委員ボランティア 

○「信州岩波講座高校
生編」企画・運営 

○県内大学、企業見学 
など 

・グローバルとローカルの融合（地域から世界、世界から地域へ） 
・課題解決型学習（ＰＢＬ）によるリアルな学び 
・地域創生、地域イノベーターへの意識 
 

学びのフィールド 

学びの手法 

Voluntary Interactive Inquiry 

 

Global 

 

Local 

 

海外と連携し

たグローバル

な学び など 

 

グローバルな視野をもちながら地域・社会に貢献できるリーダー 
・GoGaKu 力を駆使して、地域や世界とつながり、社会貢献する力 

・高い志を持ち国際社会をたくましく生き抜く人間力 

 

 

コンソーシアム 

須坂市役所・須坂商工会議所・須坂市観光協会・ 
地元企業・地元大学(信州大学、長野県立大学等)・JICA・同窓会 など 

 



 

 

３ 国際的な教育プログラムを研究する高校 

○ 研究の概要 
 
 
 
 

【 実 践 校  飯田風越高等学校 】 

○ 構 想 名  

 

 

○ 目   標   

 

 

 

 

○ 構 想 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

・国際社会への興味・関心が増した。（留学生受入など） 
・生徒と地域、生徒と大学をつなぐ取組みが増えた。 
（地元エキスパート講義、学輪 IIDA と連携など） 

・語学力向上へのモティベーションが増した。 
（英語スピーチコンテスト参加など） 

・国際社会で活躍できる資質や能力の育成 
・新たな時代における「生徒につけたい力」の明確化と共有 
・教科横断的な学び等、新たな学びの指導・評価方法の開発と 
共有 
・海外進学支援体制等、幅広い進路選択への対応 

 
 
 
「現役海外大学生から学ぶ」 
●土曜講座 他校へ開放 
・「生の」情報提供 
（大学、進学準備） 

・出願書類作成講座 等 
 （生徒・教職員） 

●留学フェローシップ・サマーキャ 
ンプ、OneDayキャラバン 

●HLAB サマースクール 
 
「その他の新設プログラム」 
●学校設定科目（エッセイ準備に 
向けた自分史作成など） 

●海外大学進学コースの検討 
●準備体験研修 
●同好会の新設 

国際的な教育プログラムについて研究し、国際社会で活躍できる資質・能力を育成する教育課程
を開発するとともに、海外大学進学希望者のためのプログラムを構築する。 

地域に根ざしたアイデンティティとグローバルな視野をもって、地域や世界の未来を創造できる人を育成
するために、国際的な教育プログラムの長所を生かした飯田風越独自のカリキュラムや学びの指導・評価
方法を研究開発するとともに、学びの成果を活かしながら、海外大学進学を実現するためのプログラムと
支援体制を構築する。 

リニア新時代の「小さな世界都市・田園型国際学術都市」を目指す南信州における、国際的な教育プログ 

ラムの長所を活かしたカリキュラムの研究開発と、他校にも開かれた海外大学進学プログラムの構築 

 

国際教育プログラムの研究を基にした、風越独自の学び・長野県独自のカリキュラムの研究開発と実践 

 

・幅広い教養とそれを応
用する力 

 
・自分、地域、世界と向 
き合う中で、自分の特性
や価値、可能性を見出
す力 

 
・世界や地域の課題を発
見し、他者と協働しなが
ら探究・解決する力 

 
・多様性を受け入れ、納
得解を導き出す力 

 
・確かな語学力と発信力 
 

 

 
 
 
●概念（ものの見方・考え方）形成に重点を
置いた単元指導案を作成し、教科横断的
授業を研究・実践する。 

●授業にディスカッション、プレゼン、実験、
リフレクション（振り返り）を取り入れる。 

●PBL を通して、現代的な課題解決を追求
する。 

●グローバルかつＳＤＧｓの視点での課題
研究（課題論文作成）を行う。 

●校外活動（地域理解・貢献活動、奉仕活
動等）をカリキュラムに位置づける 

●海外研修や国際交流、異文化体験によ
り、学習への動機付けを強める。 

●独自の観点別評価法を開発し、生徒個々
の能力を引き出す。 

 

1年目：先進的事例を基にしたカリキュラムと指導法の研究開発 2年目：試行実施 3年目：本格実施 ⇒5年目：1期生卒業 

これまでの成果 

リニア新時代の「小さな世界都市・田園型国際学術都市」を目指す南信州で学び、 
地域に根ざしたアイデンティティとグローバルな視野をもって、地域や世界の未来を創造できる人 

（地域では）世界に通じる視野を持ち、他者と協働しながら課題を発見し解決できる人 

（世界では）地域に根ざしたアイデンティティを持ち、世界の舞台で活躍できる人 

これからの課題 

国際社会で活躍するため

に、伸ばしたい資質や能力 

 

具現化するための方策の研究 

全員共通カリキュラム 希望者海外大学進学プログラム 

国際教養科 



 

 

４ 高度な産業教育を推進する高校  

○ 研究の概要 

 

 

【 実 践 校  木曽青峰高等学校 】 

○ 構 想 名  

 

○ 目   標   

 

 

 

 

 

 

○ 構 想 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高度な技能・技術と創造性・経営者感覚を備えた地域の未来を担う産業人を育成するために、以下のような高校での 
新たな学びと卒業後の学びをコンソーシアムによって結びつける教育プログラムを構築する。 
①高校での新たな学びに、林業大学校や上松技術専門校、自治体や企業等と連携した実践的活動の他、地元への愛着
を深め、自己の生き方をデザインし、木の新たな価値を見出す力を身につけるプログラム等を研究開発する。 

②就職後は、コンソーシアム内で検討した地元複数企業での長期インターンシップを実施し、木に関わる広い業種で
研修することで、より総合的な知識や考え方、技術、経験を身につける。 

③県林業大学校、上松技術専門校との連携を強め、林大グレードアップ構想を踏まえながら一貫カリキュラムの研究
開発を推進する。 

 

 独創性の開発や長期インターンシップなど、高校入学から上級学校等までの一体的で一貫し
た実践的教育プログラムを開発し、地方創生に資する高度な専門性や創造性を育む。 
 

新しい時代を切り拓く地域の未来を担う若手産業人育成に向けた、高校と地域のもつ資源との一体的で一 

貫した新たな教育プログラムの構築 

木曽フォレストバレーコンソーシアム 

商工会・産業界 
木曽青峰
高校 

木曽森林管理署 

県立大 林業大学校 上松技術専門校 

森林組合・林業事業体 
 

木曽町 

木曽地域振興局 NPO 

1 年 
基礎 

プログラム 

2 年 
実践 

プログラム 

3 年生 

提案 

プログラム 

○森林環境科 林大と連携：演習林での共同学習、林道整備・チェー

ンソー実習、林大教員の出前授業（政策・経営・起業分野）など 

○インテリア科 技専教員の出前授業、木の桶製作、中学校への生徒 

派遣＋木製品加工実習など 

〇里山再生プロジェクト（3 年次も）など 

〇哲学教育（哲学対話、「地元の哲人」講演とディスカッションなど） 

〇環境教育（SDGｓの理解、先進事例学習など） 

〇地域理解教育（木曽ヒノキのブランド力に関する講話、伝統産業見学など） 

〇デザイン教育（デッサン授業、イノベーション講話など） 

〇課題研究 ～木曽の未来への提案～ 

 「林業による地域振興のモデルの提案」 

 「塩尻ワインバレーへの木曽木製品の提案」 

 「プラスチック素材に変わる木曽木製品の提案」 など 

高
校
と
地
域
の
も
つ
資
源
と
の
一
体
的
で
一
貫
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム 

（
５
年
間
） 

(林大) 森林に関わる
経営・政策学 など 

(技専) 道具学並びに設

計ら塗装までモダン・伝

統作品制作 など 

●林大・技専連携コース ●企業連携コース 

○企業に就職、地域の協力を得て、
複数職場でインターンシップを行
い、総合的な知識や経験を獲得 

（例） 
企業 Aに就職（3ヶ月研修） 
→企業 Bで研修（4～5ヶ月） 
→企業 Aで振り返り・還元（3ヶ月）
→企業 Cで研修（4～5ヶ月） 
  ※技術専門校への入校も可能 
→企業 Aで、あるいは将来起業する
などして地域で活躍 

KISO 
女性・わか者
起業塾等へ
の参加 
 
（地域振興
局、県立大、
NPO 等との
連携） 

フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
構
想 

（
県
林
務
部
と
の
連
携
） 

 

教員の連携 

全国募集
の研究 

地域の未来を担う地域産業人を木曽青峰から輩出 
●高い技術・技能と経営感覚を持った林業専門職（企業、自治体等） ●木の新たな価値を開発・創造する起業家（デザイン工房経営等） 

 

など 



 

 

５ 少人数学級を研究する高校 

○ 研究の概要 

 

 

【 実 践 校  坂城高等学校 】 

○ 構 想 名  

 
 
 

○ 目   標   

 
 
 
 
 

○ 構 想 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個別の生徒指導対応、生徒支援、授業・教材研究充

実のための時間確保 

・個々の強みを生かしたチームとしての指導 

・教員間の分掌業務のバランス  等 

 学級規模を縮小し、生徒数に応じた新たな学びや指導のあり方とその有効性について仮説を
設定して検証するとともに、学校運営のあり方についても研究する。 

●国語・数学・英語の

個別最適化学習

（EdTech 活用） 

●読むことに困難を

抱える生徒への 

学習支援ツール

DAISY の活用  

など 

→能動的学びへの 

転換 

個別最適化学習 

・自己肯定感の向上 ・基礎学力の定着 

・コミュニケーション力の向上  

・主体的なキャリアデザイン力の育成 

・多様な教育的ニーズをもつ生徒  等 

教
員 

生
徒 

少人数学級編成（１学級 26～27人） 

教員の個別支援により、
生徒の学びのモチベーシ
ョン向上 

少人数学級編成を生かしたインクルーシブな「個別最適化学習」及び「地域連携型探究活動」の構築 

と教員集団の力を最大限に生かす「学校運営のあり方」の研究 

 

自らライフキャリアをデザインし、地域社会に主体的に貢献できる人を育成するために、個々の生徒に
適した主体的な学び（個別最適化学習）と、生徒が地域と結びつきながら協働して探究する学び（地域連
携型探究活動）を取り入れた少人数学級のあり方と、教員の力を最大限に活かす学校運営のあり方を研究
する。 

●地域連携活動（坂
城学）を、「課題発
見→活動→まとめ
→発表」からなる教
科横断的な課題解
決学習へ 

●デュアル実習（２年
次）の導入 など 

 
→探究的な学びへの
転換 

 
 ・ファシリテーター（大学
生メンター）が、生徒の探
究的な学びに伴走し、支
える 

・SST による心の教育の
充実 
 

地域連携型探究活動 

●学年担任制の検討 

（より多くの教員が担

任目線で生徒に寄

り添う指導の研究、

担任業務分担検討

など） 

●特別支援教育委員

会をコアとした生

徒・教員への支援

体制の充実 

●ICT機器を活用し

た生徒情報共有化

の推進     など 

 

学校運営の在り方改善 

●連携コーディネータ

ーが「坂城学」の地

域人材発掘やプロ

グラム編成の支援

を行い、教員業務

を軽減 

●Web 会議システム

の有効活用 

●教員の業務改善と

その効果の検証 

（ボストンコンサルティ

ングが開発中のセ

ルフ BPR 調査を活

用）     など 

 

教員の働き方改革 

学ぶことの楽しさを

感じ、主体的に進路実

現に向かう生徒へ 

自ら問いを立て課題

解決に向かって協働し

て取り組む生徒へ 

 

生徒指導に円滑に対応でき，校務に係る多忙感が減

少。授業力向上や学びの支援、心の支援に専念できる

教員へ 

 

評価及び検証方法の研究と実践 

●探究的な学びにおける生徒の成長を測る評価方法の確立（独自の多面的評価方法の作成） 

●校内定期テスト ●校外基礎力診断テスト ●アセス 

●生徒・保護者・連携協力者による授業・学校評価 ●セルフ BPR調査  など 

 

教員の指導が変わる 生徒の学びが変わる 

これからの課題 

自らライフキャリアをデザインし、地域社会に主体的に貢献できる人の育成 

 



 

 

 

 

●文理の枠に捉われない幅広く深い教養の獲得 

●学問・職業への関心と問題意識、思考力・論理力・対話力・マネジメント力の向上 

●明確な将来展望と高い志、主体性、創造性、グローバルな視野の獲得 

●課題（社会への問い）発見・解決力、知識・技能の統合活用力向上 

●自治の内面化⇒自立心・タフな精神力・協働性と共創力を備えたリーダーシップ 

 

・学校の根幹である「自治の校風」に基づいた、生徒会

活動や部活動などにおける生徒の主体性 

・社会の第一線で活躍する卒業生の輩出  

・医学部医学科への合格実績  等 

・能動的に授業に取り組む生徒の増加  

・偏差値等の一面的価値観に捉われず、学びの意味や

楽しさを追求する生徒の増加 

・自己の特性や適性を踏まえた進路選択を行う生徒の

増加  等 

６ その他の研究校（自治の追求により骨太のリーダーを育成する高校） 

○ 研究の概要 

 

 

【 実 践 校  松本深志高等学校 】 

○ 構 想 名  

 
 

○ 目   標   

 
 
 
 

○ 構 想 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師は“仕掛け人”（モチベーター＆ファシリテーター） 
●生徒の「知への欲求」「社会や人生への問い」に火をつける授業 ●カリキュラムや授業の改善 

●助言 ●外部とのつなぎ役 など 

 

高い志や使命感、未解決の課題への挑戦心、学問的真理を追究する意欲等の資質・能力を 

備え、他者と協働して新たな価値や社会を創造できる骨太のリーダー 

（例）自然科学特別探究コース→高い使命感と専門性・協働性を備えた医師、研究者などを輩出 

現在の教育課題の解決を目的として、既存の考え方にとらわれない発想で、学校や地域の特長・
魅力を活かし、多様で柔軟な学びの仕組みを創造する。 
 

“自治の校風”を追求し、その理想を具現化することで、骨太のリーダーを育成する学校づくり 

 

生徒・教員が“自治とは何か”を問い続け、その理想をすべての場面で追求・具現化することにより、自治を内面化し、

高い志や使命感、未解決の課題への挑戦心、学問的真理を追究する意欲等の資質・能力を身につけ、他者と協働して新

たな価値や社会を創造できる骨太のリーダーを育成する。 

 

これまでの成果 これからの課題 

 

“自治”を校風だけでなく全ての場面に落とし込む “自分のことは、自分で決める” 

●生徒主体の学習カリキュラム 
⇒新たに人文社会科学、自然科

学、自然科学特別探究 3コー

スを設置。さらにその中で、生

徒が幅広い科目履修を実現でき

るカリキュラムを編成 

⇒大学と連携し、独創的で発展的

な授業の研究開発・実践（先端

研究・教科横断・ICT活用な

ど） 

 ⇒成果物の完成度の高さへのこだ

わりをサポートする、アート＆

デザインの科目導入 

 ⇒協働・共創を磨く「哲学対話」 

●生徒自身が課題や連携先
等を開発し実践する課題
探究 

⇒信大連携ゼミ・深志教養ゼ

ミが連動し、自らの関心と

社会課題の連結の強化 

 ⇒自ら研修先決定・計画・実

践するキャリア研修旅行

（大学・企業） 

●生徒主催同窓生特別講座 

●生徒がデザインする海外研修 

●生徒・職員・大学研究者による自治

に関する共同研究 

 

 

●生徒自ら学校づくりに参画 
⇒学校・地域課題を解決する

ための、鼎談深志（生徒・

住民・教職員からなる地域

フォーラム）の運営と拡大 

⇒生徒が学校の学び、カリキ

ユラム、授業、行事などに

ついても主体的に考え、積

極的に提案・提言 

 
●すべての部活動を主体的な
創造の場に 

（例）練習方法・計画、合宿運営、

強化方法など部員が考え実践

（運動部） 

 

 

自治の理想を徹底追求 

 

骨太な知と創造性・リーダーシップの獲得 

 


